
社会心理学やジェンダー研究 「学ぶ姿勢」 

■ 男性と女性の「学ぶ姿勢」や「顧客対応」の違い（一般傾向） 

観点 男性に多く見られる傾向 女性に多く見られる傾向 

教わること

への姿勢 

「プライド」や「自尊心」から教わることを嫌うことがあ

る（特に部外者や後輩・顧客から） 

謙虚に受け止め、学ぶ姿勢

が強い 

顧客からの

指摘対応 

自分の専門性や立場を守るため「防衛的・感情的」に

なることがある（例：「プロに口出すな」的態度） 

意見を聞き入れようとする傾

向が強い、共感力が高い 

対人対応 
勝ち負け意識が強く、上下関係に敏感（「上司には従

うが、部下や客には強気」など） 

フラットな関係でも丁寧に接し

やすい（共感・協調的） 

 

■ 背景にある要因（なぜそうなるのか） 

• 社会的役割期待（ジェンダーロール） 

男性は「強く、揺るがず、自信を持て」と教育されがち。逆に女性は「優しく、協調的であれ」

と育てられるため。 

• 自尊心と自己防衛 

プロ意識や「失敗＝無能」という誤った固定観念に縛られやすい男性は、ミスや指摘を「攻

撃」と感じやすい。 

• 共感能力の差 

統計的に、女性の方が共感能力が高い傾向があり（脳科学的にも示唆されている）、対人

関係で柔軟に対応しやすい。 

■ 企業・行政の示唆：多様性の必要性 

こうした傾向は、組織内の多様性の重要性を示唆します。 

• 男性中心組織では「失敗の隠蔽」や「強権的な対応」が起きやすい 

• 女性がいることで「正直な報告」「共感的対応」「謙虚な姿勢」が組織に取り込まれやすい 

→ クオータ制の導入は、こうしたバランスを是正する有効な仕組みと考えられます。 
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